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〇 篤農家であるイチジク農家との共同出資により「株式会社淡路島いちじくファーム」を設立。新しい形の事業、
技術の承継及び産地が継続する仕組みの構築に取り組む。
〇 淡路市ICTクラブを立ち上げ、地域でプログラミング教室を開設。大人も子供も歩いて集える学びの場を作り、
センサーや簡易ロボット等を農業フィールドに投入。

取組内容

〇 グループの野菜を一括して販売する「株式会社フレッシュグループ」を2015年に
設立。農業機材や雇用のシェアリングも行う。
〇 カラースティックニンジンやバジリコ等、彩り溢れるニッチな野菜を栽培。
〇 消費者まで目が届くよう、直接取引で小売、中食及び外食に販売。ふるさと納税
への参画やインターネット販売を手掛ける等販路を拡大。

取り組みに至った経緯

近畿の食料・農業・農村の動向 事例集

担い手
兵庫県淡路市

森農園

取り組む際に生じた課題と対応

今後の展望

〇 タネから育て、栽培した農産物を顧客に販売するという一気通貫のものづくりに魅力を感じ、企業や農業法人
で農業や新規事業の立ち上げを経験。地域農業の担い手として頑張りたいと決意し、2009年に淡路市に移住。
2013年に就農。

〇 グループ内の生産者同士でお互いに作業応援をし合う等により業務の効率化を
図る。
〇 顧客に必要とされる商品を販売することが大事だと考え、需要のある野菜や規
格を探し出して栽培。
〇 販路拡大に向けた取り組みとして、企業と協力し野菜を使った加工食品を開発。

〇 淡路島の資源を活用し、土地に根差した循環型の肥料を生み出したい。
〇 農家の指導付家庭菜園の普及を目指す。

〇 顧客のニーズに沿う作物や規格を整えて、加工食品作りにも挑戦し、輸出の可能性
を探りたい。
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